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施設などの催し
Event Information

田淵行男記念館穂高交流学習センター「みらい」 豊科近代美術館

《 企 画 展 》表現者、田淵行男Ⅱ
～言葉でみる自然写真の世界（後編）～
生涯、常念岳に 206回登り、「一山百楽」の言葉を遺（の
こ）した田淵行男。その最晩年の作品を、彼が綴った珠玉
の詩や文章とともに紹介します。
●会　期　12月 1日（火）～平成 22年 2月 21日（日）
●開館時間　午前 9時～午後 5時（入館は午後 4時
　　　　　　30分まで）
●入館料　大人 300円、小中学生 200円
　　　　　　（20人以上は団体料金あり）
●休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）
　　　　　　12月 28日～ 1月 4日

《ワークショップ》
「かげ絵ミニ行

あんどん

灯」と「蜜ろうキャンドル」作り
　江戸時代、「あんどん」には菜種油が使われていました。
皿に油を入れ、い草を芯

しん

にして灯
とも

すのです。また日本で最
も歴史が古いろうそくは、ミツバチが巣を作るときに出す
ロウで作られた「蜜

みつ

ろうそく」です。普段は無臭で、炎を
消した時にほのかな蜜のにおいがします。企画展に合わせ、
歴史を楽しみながら学ぶワークショップを開きます。
●日　時　12月5日（土）　午後1時30分～、午後3時～、
　　　　　午後 4時 30分～　計 3回
●会　場　地域学習室
●講　師　nano 花隊、「100万人のキャンドルナイト in　	
　　　　　安曇野」実行委員会の皆さん
●定　員　各回 20人
●参加費　300円（当日お支払いください）
●申し込み　11月 23日（月・祝）の午前 9時から“みらい”
　で申し込み受け付けを開始します。（電話申し込み可）

《企 画 展》
安曇野あかりの歴史展
　今を生きる私たちにとって「あ
かり」はなくてはならないもので
す。灯

とも

り続ける「あかり」はあ
まりにも当たり前のものになり、
その価値が見過ごされがちです。
「灯り」は、先人が工夫を凝らし、
わずかな明かりを得ようとして
きた延長線上にあります。暗闇を
照らし出す「あかり」について考えてみませんか。
●会　期　11月27日（金）～12月27日（日）入場無料
●会　場　交流ギャラリーほか
●内　容　市内郷土資料館所蔵資料、増村征夫氏写真作 
　　　　品、市内の作家作品などの展示

●休館日　毎週木曜日（祝日とその翌日にあたる場合は開館）

《キャンドルナイト》
クリスマスコンサート in“みらい”

　ワークショップで作成したかげ絵ミニ行灯と、蜜ろうキ
ャンドルが館内を彩る中でコンサートを開きます。
●日　時　12月 22日（火）　午後 7時～
●会　場　エントランスホール
　　　　　（事前申し込み不要。入場無料）

《 ワークショップ 》
木目込み人形で作る干支の寅

　来年の干
え と

支の寅
とら

を、「木目込み人形」で作るワークショ
ップを開催します。木目込み人形とは、桐の粉を糊で固
めた胴体の筋に布の端をヘラで木目込んで作る人形です。
　道具などは用意しますので、初めての人もお気軽にご
参加ください。
●日　時　11月 29日（日）
　　　　　午前の部　午前 9時 30分～正午
　　　　　午後の部　午後 1時 30分～ 4時
●講　師　原 香

こう わ

和さん（東京浅草田辺人形学院教授）
●材料費　3300 円
●定　員　各回 16人（先着順）
●申し込み　11月 25日（水）午前９時より電話でお
　　　　　　申し込みください。

《企画展》　第 2 回押し花アート展
　押し花にした花や葉・樹皮など野山にある自然の物を使
い、風景や模様を描いた額装作品 60点ほどを展示します。
●期　間　12月 2日（水）～ 25日（金）
●会　場　記念館企画展示室
●入館料　無料（常設展は有料）
●休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）

安 曇 野 ブ ラ ン ド ニ ュ ー ス 第 22 回

問三郷総合支所内　安曇野ブランド推進室（各プロジェクト事務局）
477・3111 677・6060  mazumino-brand@city.azumino.nagano.jp

4672・9964481・3111 682・0966 473・5638 673・6320

◎詳しい内容は各施設等へお問い合わせください。

田淵行男「安曇野平と常念山脈」

時 所 定 料 問 申＝日時 ＝場所 ＝定員 ＝料金 ＝問い合わせ ＝申し込み後 な援 ど

名称 内容 日時・場所 定員・費用 備考

講
演
会

講演会
「百姓仕事が
           自然をつくる」

減農薬運動の創始者として知ら
れる講師が、百姓仕事と自然と
の関係、近代以降の日本人にと
っての「自然」のありよう、農
の目指すべき今後の方向などに
ついて講演します。

�：11月 28日（土）
　　9：30～（約 2時間）
所：信濃教育会生涯学習セン
ター2階講堂

講師：NPO「農と自然の
 研究所」代表 宇根 豊 氏

定：約 80 人
料：無料
※事前にお申し
　込みください。

問：申：農と暮らしの学び舎
「飯田学校」事務局
木船　090・7238・2524
若しくは4672・6970）
（飯田学校、生涯学習センタ
ー共催事業）

催
し

そば打ち体験会

三郷やすらぎ運営委員会では、
「そば打ち体験会」を開催しま
す。地元のそば粉を使って、そ
ばを打ってみませんか。

�：12月 5日（土）
　　9：00～正午
所：やすらぎ空間施設
　　（三郷サラダ市正面の古民家）

定：15人
　　（先着順）
料：1000 円
※事前申し込み
　必要

問：申：三郷総合支所
　産業建設課産業振興係
（477・3111 677・6060）

第 33 回
安曇野女性フォーラム

市内の女性団体の活動発表や穂
高在住の地域史研究家、中島博
昭さんを迎え「安曇野をつくり
あげた人々」と題したお話しを
お聞きします。

�：12月 11日（金）
　　8：50～ 11：45
　　（8：20開場）
所：堀金総合体育館サブアリーナ

料：無料
※申し込み不要。
直接会場にお
出掛けください。

　（マスクを着用し
　  てください）

問：松本農業改良普及センター
　　地域第２係
　（441・3111 647・6594）

つながりひろがる地域づくり事業

親子いきいき交流事業
「寄せ植え教室・
             おやつ作り」

母子寡婦の皆さんを対象に、親
子のふれあいと仲間づくりを目
的に交流会を開催します。日ご
ろの悩みを話す場としてお気軽
にご参加ください。

�：12月 13日（日）
　　9：30～正午
所：豊科老人福祉センター
（寄せ植え教室は南農の生
徒さんが講師です）

定：30人
　　（先着順）
料：2500 円　
　　（実費）

問：申：母子寡婦福祉会
　　　　若林さん
　　　（472・6474）

安曇野髙橋節郎記念美術館
11 月 25 日（水）は本館を休館します

収蔵庫の改修工事に伴い、本館を臨時休館します。なお、主屋と南の蔵は開場しています。北穂高芸術展を開催していますので、どうぞご観覧ください。
問安曇野髙橋節郎記念美術館（481・3030 682・0551）《安曇野ブランドデザイン会議》

応援団募集中！
　安曇野ブランドの構築を図るため平成 19 年 8 月に発足した安曇野ブランドデザイン会議は、市との協働によりその
目的を達成するため、現在 5 つの部会と、14 のプロジェクトが活動しています。
　そこで、今後より多くの皆さんと安曇野の未来を考え活動するため、ブランド会議の会員と一緒に、植栽や草取りな
どの作業にご参加いただける皆さん（応援団）を募集しています。多くの皆さんの参加をお待ちしています。参加を希望
される人は、下記事務局までご連絡ください。
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。

　出来上がった「密ろうキャンドル」
はお持ち帰りいただけます。また、

「かげ絵ミニ行灯」もキャンドルナイ
ト・クリスマスコンサート終了後、お
家用としてお持ち帰りいただけます。
12 月 27 日までの間、“みらい”でお
受け取りください。

光
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